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薬剤によるリンパ球刺激試験（DLST）の依頼方法を教えてください。ま
た注意する点はありますか。

お問い合わせ：☎代表 0120-14-7191（フリーダイヤル） / 082-247-7191（ダイヤルイン）
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＊本誌はウェブページでもご覧いただけます。　http://www.labo.city.hiroshima.med.or.jp/newsletter
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事前予約の為、専用の依頼書と容器をご注文ください。受託可能日は、月～金
曜日の午前便、もしくは15：00迄に搬送いただくようお願い致します。その際、
血液と同時にご依頼薬剤もご提出ください。
＜注意点＞
・検査に必要な採血量は12ml で、
₁薬剤増すごとに5ml必要です。
・₂薬剤以上ご依頼の場合は、優
先順位をご提示ください。
・ご依頼の際は、麻薬、覚せい剤
が含まれていないことをご確認
いただき、依頼書へご署名をお
願い致します。

　今年度で実家近くの JR三江線が廃止となります。今後、バスなどの新交通プランに
移行となりますが、高齢者などの周辺住民の不便さは否めないようです。通学時に駅ま
で親が迎えに来てくれたことや₅時間かけて帰省したことを懐かしく思い出します。
　今回の「検査室発」の記事は、血液一般検査結果への影響がある要因についてです。
入職時より先輩技師から気をつけなさいと言われたことばかりです。血球分析装置の進
歩で異常メッセージの出力は可能ですが、最終判断は人間が行います。今までの経験を
後輩技師へ引き継ぎ、会員の先生方に、より正確な情報をお伝えできるよう努めてまい
ります。� 坂根 美保子（検査科血液・尿一般係主任）

＊�詳しくは総合検査案内 P.105を参照いた
だき、ご不明な点等ございましたらご連
絡ください。

ヘパリン入り
（真空採血量 10mL）

貯蔵方法　室温
有効期間　₂年
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